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平成２８年度社会福祉法人葛巻町社会福祉協議会事業計画

【基本方針】

少子高齢化により人口が減少し、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の増加、更には生活困窮者や認

知症高齢者も益々増加しており、このような方々の見守りや生活支援などの課題解決が求められてお

ります。

このような状況のなか、国では、医療・介護・福祉の連携を図り、住み慣れた地域で自分らしい暮

らしを続けることができるよう、地域で要援護者を支援していこうとする｢地域包括ケアシステムの構

築｣が進めております。

本会でも「共に支え合う福祉のまちづくり」を基本理念とした地域福祉活動計画に基づきながら、

要援護者の見守り活動や生活困窮者の相談支援などの取り組みを充実させ、全ての住民が安心して暮

らせる地域社会の実現に向け、住民と福祉関係者、行政が一体となって取り組んで参ります。

【事業計画】

１地域における支え合い活動の推進

(1)地域福祉啓発活動

① 社会福祉大会の開催 (第30回記念大会)

福祉に対する理解と啓発を目的に社会福祉大会を開催する。

開催日：平成２８年１１月１３日(日)

場 所：葛巻小学校体育館

内 容：社会福祉功労者等の表彰・記念講演

② 福祉座談会の開催

情報の提供と福祉課題の把握を目的に３地区で福祉座談会を開催する。

開催地区：江刈地区・葛巻地区・田部地区

③ 情報提供の充実

わかりやすく読みやすい情報提供に努める。

ア 社協だよりの発行(年４回)

イ 社協ホームページ開設(5月開設)

④ 福祉チャリティショー の開催

社協のＰＲと福祉の啓発を目的にチャリティショーを開催する。

開催日：平成２８年１１月１３日(日)

場 所：葛巻小学校体育館

⑤ 福祉バザーの開催

福祉の啓発と自主財源確保を目的にバザーを開催する。

開催日：平成２８年１１月１３日(日)

場 所：葛巻小学校体育館

(2)地域福祉連携推進活動

① 小地域見守りネットワーク活動の推進

ひとり暮らし高齢者等が安心して暮らせるように自治会と連携し、要 援護者の

見守りネットワーク活動を推進する。

ア 見守りネットワーク活動の組織化

イ 自治会長会議の開催

ウ シルバーメイト事業の継続
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エ 緊急連絡カードの作成・配布(新規事業)

② ふれあいサロン「やすみっこ」事業の推進

高齢者等の生きがいづくりや介護予防を目的にふれあいサロン事業の 充実に努

める。

・ ふれあいサロンの開催

(3)地域福祉人材育成活動

① 福祉教育の推進

児童・生徒の社会福祉への理解と関心を高めるため、引き続き町内全 小・中学

校、高等学校を全校推進校に指定し、福祉教育の推進に努める。 ア 福祉推進

校補助金交付(１校30,000円)

イ 福祉推進校への協力・援助

② 福祉リーダーの育成

地区福祉活動推進のため、福祉リーダーの育成に努める。

・ 自治会長会議の開催

③ いきいきシルバー交流センターの充実

高齢者の知識・経験・技能を活かした生きが就労事業の充実に努める。

ア 仕事の受注

イ 会員の確保

エ 事業の周知

２地域活動の活性化の推進

(1)ボランティア活動の推進

① ボランティアセンターの運営

ボランティアの相談・登録・斡旋並びに情報提供やボランティアの

育成に努める。

ア ボランティア情報の提供

イ ボランティアの育成・登録

ウ ボランティア講習会・交流会の開催

エ 災害時の広域相互支援及び協力

(2)交流活動の推進

① 世代間交流の推進

子供から高齢者等の自治会世代間交流活動の推進に努める。

・ 自治会世代間交流会の推進

(3)自殺予防対策の推進

① 心の健康づくり連絡会を中心に行政、各種団体、関係機関等と連携し、 自殺予防

対策の推進に努める。

ア こころの健康づくり連絡会との連携

イ 見守りネットワーク活動の継続

ウ ふれあいサロン活動の継続

エ 相談活動の継続

オ 地域安心生活支援員との連携

３福祉サービスの利用体制の確立

(1)情報提供の充実
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① 利用しやすい福祉サービス等の情報提供

各種研修会等へ参加し、福祉サービス等の情報を提供する。

また、町の広報誌、社協だより、社協ホームページ、くずまきテレビ、福祉座談会

等で情報を提供する。

(2)相談体制の充実

① 心配ごと相談所の開設(月3回開催)

住民の心配ごとや悩み事に応じるため、心配ごと相談所を開設する。

・関係機関と連携し、総合的な相談体制を図る。

② 高齢者相談

地域の高齢者に対する総合相談窓口である地域包括支援センターへ

協力する。

③ 法律相談

法的トラブルに対応するため、法的知識や経験を有する機関との連携 を図る。

ア 法テラスとの連携

イ 町の法律相談との連携

④ 生活困窮者自立相談支援事業

生活困窮者の自立の促進に向け、本人の状況に応じた包括的かつ継続的な相談支

援に努める。

ア 相談受付

イ 支援サービスの提供

ウ 各支援機関との連携

(3)地域サービス基盤の充実

① 地域で暮らすための基盤づくり

高齢者や障がい者が地域で暮らし続けるための基盤づくりの充実に努 める。

４福祉サービス利用への支援

(1)福祉サービスの利用援助

① 窓口業務時間の延長

利用者の支援のため、窓口業務時間を延長する。

・ 毎週木曜日(午後５時15分から午後７時まで)

② 生活福祉資金貸付事業の推進(県社協委託事業)

低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯等の自立更生を目的に資金の 貸付を行

う。

ア 生活福祉資金の貸付と援助指導

イ 滞納者への償還指導及び督促の実施

③ たすけあい金庫資金貸付事業の推進(町社協事業)

生活困窮者で緊急の出費を要する方に自立更生を目的として、資金の 貸付を行

う。

ア たすけあい金庫資金の貸付と援助指導

イ 滞納者への償還指導及び督促

(2)利用者の権利擁護
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① 権利擁護事業の推進(県社協委託事業)

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で日常的な金銭管理等 が困難な

方を支援する日常生活自立支援事業の推進を図る。

ア 制度の周知

イ 利用者の拡充

② 成年後見制度の推進

精神障がい者、認知症等の方の財産を管理し、その方の不利益になら ないよう

に支援する成年後見制度の周知を図る。

ア 制度の周知

③ 苦情解決制度の推進

社協が実施する福祉サービスに対しての、利用者の苦情等に適切に対 応し、福

祉サービスの信頼性の向上に努める。

ア 制度の周知

５地域の協働による地域福祉づくり

(1)地域・事業者、行政と連携・協働

① 福祉活動事業の推進

自治会が行う福祉活動への支援として、福祉事業補助金を交付する。

ア 自治会の福祉事業への支援

（見守り活動、高齢者お楽しみ会、友愛訪問、除雪等）

(2)行政との協働

① 児童館の管理運営(指定管理事業)

児童の健康増進と健全育成を目的に児童館の管理運営に努める。

ア 吉ヶ沢児童館の運営

イ 冬部児童館の運営

② 高齢者の居場所確保

高齢者の居場所づくりのため「あったかサロン」を開催する。

ア あったかサロン開催(週２回)

６安心して暮らせる地域づくり

(1)ユニバーサルデザインの推進

① ユニバーサルデザインの導入

健常者も障がい者も誰もが住みやすく暮らしやすい町づくりの推進の ため、行

政と連携し、ユニバーサルデザインの導入と普及に努める。

(2)緊急時・災害時の要援護者の支援

緊急の災害時等などにおける要援護者の安否確認や救援を図るため、行政と連 携し、

要援護者の支援体制を構築する。

ア 要援護者の見守り支援活動の推進

イ 災害見舞金の交付

ウ 行政、関係機関、支援者との情報共有
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(3)在宅福祉の支援

① 配食サービスの実施

ひとり暮らし高齢者世帯等の安否確認や話し相手などを兼ねた配食サ ービスを

実施する。

ア 実施回数：月３回(１食300円)

イ 配達ボランティアの確保

② 外出支援サービス事業

障がい者等の通院を支援するため、外出支援サービスを実施する。

ア 運転手の確保

イ 従事者研修会の開催

③ 介護者リフレッシュ事業

在宅介護者のリフレッシュを目的に介護者の集いを開催する。

ア 介護者の集い開催(年１回)

④ おたっしやの会の開催

ひとり暮らしの高齢者を対象に孤独感の解消を目的として「おたっし やの会」

を年２回開催する。

⑤ 日常生活用具の貸出

障がい者等の日常生活の便宜を図ため、日常生活用具の貸出をする。

ア 車イスの貸出

イ 介護用ベットの貸出

⑥ 子育て支援事業

子育て支援を目的に新生児を養育する保護者に対し、紙オムツ券の交 付やチャ

イルド シートの貸出を行う。

ア オムツ給付券の交付(新生児20,000円)

イ チャイルドシートの貸出

ウ 子どもの遊び場の維持管理(修理・塗装・撤去等)

⑦ 除雪支援事業の推進

自力で除雪が困難な1人暮らし高齢者等に対し、地域での除雪支援体制 の推進を

図る。

ア 自治会へ除雪支援の要請

イ いきいきシルバー交流センターとの連携

⑧ ぬくもり助成事業

高齢者や障がい者等のいる低所得者世帯に対し、冬期間の経済的負担 の軽減を

図るため、ぬくもり助成金を交付する。

ア ぬくもり助成金の交付(一世帯2,000円)

⑨ 障がい者の地域生活移行支援

障がいをもつひとももたない人も地域で明るくその人らしく生活でき る地域づ

くりを推進する。

ア ３障がい交流会の開催(年１回)

⑩ すずらん工房の運営
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在宅の精神障がい者、知的障がい者、身体障がい者の方々の親睦と社会復帰及び

社会参加の促進を目的にすずらん工房の管理運営に努める。

ア 就労の場の確保

イ 利用者工賃の向上

７社会福祉協議会の組織・財政基盤の強化

(1)組織運営の強化

① 組織運営の改革

ア 役職員の研修による活性化

イ 職員研修などによる事務局体制の強化

(2)財政基盤の強化

① 財源の確保

ア 補助金、委託金の確保

イ 寄附金の拡大

ウ 各種助成金の活用

エ 福祉基金の活用

オ 共同募金配分金の活用

(3)福祉団体への協力援助

① 事務・事業の支援

ア 日本赤十字社岩手県支部葛巻町分区への支援

イ 葛巻町共同募金委員会への支援

ウ 葛巻町民生児童委員協議会への支援

エ 葛巻町老人クラブ連合会への支援

オ 葛巻町身体障害者福祉協議会への支援

カ 葛巻町手をつなぐ親の会への支援

キ いきいきシルバー交流センターへの支援

ク ボランティア団体への支援


